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RandomHouse 1 

 

（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

久
留
倍
官
衙
遺
跡
。 

  

平
成
十
一
年
に
見
つ
か
っ
た
こ
の
遺
跡
は 

日
本
の
古
代
史
に
大
き
く
関
わ
っ
た
可
能
性 

を
宿
し
て
い
ま
す
。 

  

六
百
七
十
一
年(
天
智
天
皇
九
年) 

 

天
智
天
皇
の
弟
、
大
海
人
皇
子
は
天
智
の 

譲
位
を
断
り
、
出
家
し
て
吉
野
の
宮
に
入 

り
ま
す
。 

 

「虎
に
翼
を
付
け
て
放
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
」 

  

天
智
が
崩
御
す
る
と
、
そ
の
息
子
、
大
友
皇 

子
側
が
兵
を
集
め
て
い
る
と
の
報
が
吉
野
に 

も
た
ら
さ
れ
、
こ
こ
に
古
代
最
大
の
内
乱
、 

壬
申
の
乱
が
勃
発
し
ま
し
た
。 

  

●
黒
い
画
面
に
ス
ー
パ
ー 

 
 

 

久
留
倍
官
衙
遺
跡 

◆
久
留
倍
官
衙
遺
跡 

 
 

遺
跡
か
ら
海
が
見
え
る
風
景 

 
 

 ド
ロ
ー
ン
映
像
と
Ｃ
Ｇ 

 

●
Ｃ
Ｇ
映
像
に
ス
ー
パ
ー 

 
 

 

朝
明
と
壬
申
の
乱 

●
古
代
文
様
に
ス
ー
パ
ー 

 
 

天
皇
系
統
図 

◆
天
智
と
大
海
人 

イ
メ
ー
ジ
映
像 

 

◆
現
在
の
吉
野
宮 

宮
滝
遺
跡 

 

◆
吉
野
の
宮
模
型 

 
 

 
 

（吉
野
歴
史
資
料
館
） 

●
ス
ー
パ
ー 

 
 

或
曰 

虎
着
翼
放 

 
 

 
 

 
 

虎
に
翼
を
付
け
て
放
て
り 

●
天
智
崩
御 

イ
メ
ー
ジ
映
像 

◆
御
廟
野
古
墳 

 
 

 
 

 
 

京
都
市
山
科
区 

◆
日
本
書
紀 

該
当
部
分 

西
暦
６
７
２
年 

壬
申
の
乱 

勃
発 

 
 

大
友
皇
子×

大
海
人
皇
子 

           
Ｓ
♯
１ 

 

壬
申
の
乱
前
夜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

約
１
分
３
０
秒 

 

Ｎ
１ 

 

Ｎ
２ 

   

Ｎ
３ 

    

Ｎ
４ 

 

Ｎ
５ 

                      
 

く
る
べ
か
ん
が
い
せ
き 



RandomHouse 2 

 
(

女
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン 

鸕
野
讃
良
皇
女) 

「何
ぞ
黙
し
て
身
を
ほ
ろ
ぼ
さ
む
や
」 

夫
の
言
葉
で
す
。 

 

慌
た
だ
し
い
出
立
で
し
た
。  

息
子
、
草
壁
皇
子
を
は
じ
め
、
年
端
も
ゆ
か

な
い
男
女
、
僅
か
三
十
人
ば
か
り
で
し
た
。 

  

（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

大
友
は
圧
倒
的
な
戦
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
吉
野
脱
出
前
に
、
大
海
人
は

使
い
を
美
濃
に
派
遣
し
、
兵
を
集
め
さ
せ
て

い
ま
す
。
美
濃
に
は
大
海
人
の
湯
沐
邑
、
つ
ま

り
領
地
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
近
江
方
の
東
へ
の
連
絡
路
で
あ
る 

不
破
道
の
封
鎖
を
命
じ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
大
海
人
は
伊
賀
・伊
勢
を
経
て
、
美

濃
へ
の
行
軍
を
続
け
な
が
ら
兵
を
募
っ
て

行
っ
た
の
で
す
。  

◆
鸕
野
讃
良
皇
女 

シ
ル
エ
ッ
ト 

●
ス
ー
パ
ー 

 
 

 
 

 

日
本
書
紀
巻
二
十
八 

 
 

 
 

 
 

 
(

何
默
亡
身
耶)

 

 
 

 
 

 
 

何
ぞ
黙
し
て
身
を
亡
さ
ん
や 

  

◆
現
在
の
吉
野
宮 

宮
滝
遺
跡 

   

◆
野
道
を
足
早
に
歩
く
武
人
の
足
元 

  

◆
美
濃 

金
生
山
か
ら
遠
望 

  

◆
現
在
の
不
破
辺
り 

  

●
ス
ー
パ
ー
行
軍
図 

    

 

Ｎ
６ 

      

Ｎ
７ 

    

Ｎ
８ 

    

    

  

 
Ｓ
♯
２ 

 

吉
野
脱
出 

 
 

 
 

 
    

 
 

約
３
分
３
０
秒
／
５
分
０
０
秒 

な
ん
ぞ
、
も
く
し
て 

ゆ
の
む
ら 

ふ
わ
の
み
ち 
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昼
夜
を
分
か
た
ず
行
軍
し
て
い
く
中
、
二
日

目
の
夜
に
激
し
い
雨
が
大
海
人
を
襲
い
ま
し

た
。 

 

し
か
し
、
朝
明
評
の
迹
太
川
に
至
っ
て
、 

雲
間
か
ら
太
陽
が
顔
を
出
し
た
の
で
し
ょ
う
。

大
海
人
は
天
照
大
神
に
戦
勝
を
祈
願
し
て
い

ま
す
。 

 
 

 (

女
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン 

鸕
野
讃
良
皇
女)

 

 

す
る
と
、
近
江
を
脱
出
し
た
大
津
皇
子
も

合
流
。
ま
た
、
美
濃
の
兵
、
三
千
人
が
不
破 

の
道
を
封
鎖
し
た
と
の
報
も
齎
さ
れ
る
な
ど 

良
い
兆
し
が
到
来
し
ま
し
た
。 

 

（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

朝
明
評
家
に
入
っ
た
大
海
人
は
、
息
子
の
高

市
皇
子
を
総
大
将
と
し
て
不
破
に
遣
わ
す
な

ど
の
手
を
打
っ
て
い
ま
す
。 

久
留
倍
官
衙
遺
跡
は
、
大
海
人
が
辿
っ
た 

  

◆
激
し
い
雨
が
叩
き
つ
け
る 

   

◆
朝
日
が
昇
る 

●
ス
ー
パ
ー 

 

◆
日
本
書
紀
写
本 

 
 

丙
戌
旦
、
於
朝
明
郡
迹
太
川
邊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

望
拜
天
照
大
神 

◆
三
滝
川
の
流
れ 

 
 

  

◆
鸕
野
讃
良
皇
女 

シ
ル
エ
ッ
ト 

  

◆
赤
い
軍
旗 

    

●
ス
ー
パ
ー
行
軍
図 

 
 

 

官
衙
遺
跡
と
の
関
係
図 

  

◆
久
留
倍
官
衙
遺
跡 

 
 

ド
ロ
ー
ン
映
像
と
Ｃ
Ｇ 

◆
発
掘
の
様
子 

     

Ｎ
９ 

  

Ｎ
10 

     

Ｎ
11 

     

Ｎ
12 

   

    

  

あ
さ
け
の
こ
お
り 

と
お
が
わ 
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◆
日
本
書
紀 

該
当
部
分 

 

●
ス
ー
パ
ー
行
軍
図 

    

◆
赤
い
軍
旗 

     

◆
鸕
野
讃
良
皇
女 

シ
ル
エ
ッ
ト 

◆
現
在
の
桑
名
評 

 

●
ス
ー
パ
ー
行
軍
図 

不
破 

 

◆
現
在
の
不
破 

 

◆
現
在
の
野
上
辺
り 

 

古
道
、
県
道
9
号
の
沿
線
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。 

 

大
海
人
が
立
ち
寄
っ
た
朝
明
評
家
と
の
関

係
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

吉
野
宮
を
脱
出
し
た
の
が
６
月
24
日
。 

途
中
、
伊
賀
・伊
勢
を
通
過
し
、
高
市
が
不

破
に
陣
を
敷
い
た
の
が
26
日
で
す
か
ら
、
僅

か
三
日
で
吉
野
か
ら
不
破
に
至
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

そ
の
時
、
大
海
人
軍
は
お
よ
そ
三
万
の
兵

力
に
ま
で
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 (

女
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン 

鸕
野
讃
良
皇
女)

 

 

苦
し
い
行
軍
で
し
た
。
私
は
桑
名
評
に
残

り
、
夫
の
勝
利
を
祈
る
ば
か
り
で
し
た
。
夫

は
高
市
に
主
力
部
隊
の
指
揮
を
任
せ
、
自
身

は
不
破
の
後
方
、
野
上
行
宮
に
本
営
を
置
き

ま
し
た
。 

     
 

 
 

    

Ｎ
13 

        

Ｎ
14 

    

あ
さ
け
の
こ
お
り
の
み
や
け 

く
わ
な
の
こ
お
り 

の
が
み
の
あ
ん
ぐ
う 
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（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

そ
の
後
、
戦
況
は
一
進
一
退
を
繰
り
返
し

ま
す
が
、
最
後
に
は
大
海
人
軍
が
瀬
田
橋
の

決
戦
に
勝
利
し
、
大
友
は
そ
の
翌
日
に
自
害

し
て
い
ま
す
。 

 (

女
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン 

鸕
野
讃
良
皇
女) 

 

夫
は
翌
年
、
飛
鳥
浄
御
原
宮
を
新
都
に
定

め
、
即
位
し
ま
す
。
天
武
天
皇
で
す
。 

（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

天
武
は
、
強
固
な
皇
親
政
治
を
敷
き
、
天
皇

を
中
心
と
す
る
中
央
集
権
国
家
を
確
立
、 

律
令
国
家
の
原
型
を
創
り
ま
し
た
。 

  

久
留
倍
官
衙
遺
跡
。 

  

大
矢
知
で
発
見
さ
れ
た
こ
の
遺
跡
は
日
本

の
黎
明
期
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
の
で
し
ょ

う
。 

  
 

 

◆
炎 

な
ど
戦
の
イ
メ
ー
ジ 

 

◆
箸
墓
ま
た
は
瀬
田
橋
の
戦
い
模
型 

   

◆
鸕
野
讃
良
皇
女 

シ
ル
エ
ッ
ト 

◆
伝
飛
鳥
浄
御
原
宮
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ
ビ
ノ
コ
郭 

ド
ロ
ー
ン
映
像
を
交
え
て 

●
ス
ー
パ
ー 

 
 

 
 

 

飛
鳥
浄
御
原 

◆
天
武
天
皇
像 

イ
メ
ー
ジ 

    

◆
久
留
倍
官
衙
遺
跡
と
Ｃ
Ｇ 

    

 

Ｎ
15 

       

Ｎ
16 

   

Ｎ
17 

 

Ｎ
18 

        
 

 
 

 
Ｓ
♯
３ 

 

戦
と
終
戦 

 
 

 
 

 
    

 
 

約
１
分
３
０
秒
／
６
分
３
０
秒 

あ
す
か
き
よ
み
は
ら 
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RandomHouse 1 

（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

久
留
倍
官
衙
遺
跡
。 

  

平
成
十
一
年
に
見
つ
か
っ
た
こ
の
遺
跡
は 

日
本
の
古
代
史
に
大
き
く
関
わ
っ
た
可
能
性 

を
宿
し
て
い
ま
す
。 

    

第
四
十
四
代 

聖
武
天
皇
。 

二
十
六
年
間
の
在
位
中
、 

東
大
寺
の
大
仏 

造
立
を
は
じ
め
、
天
平
文
化
を
華
開
か
せ 

た
天
皇
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

聖
武
の
治
世
に
は
、
長
屋
王
の
変
や
多
く
の 

自
然
災
害
が
起
こ
り
、
聖
武
は 

「責
め
は
は
わ
れ
一
人
に
あ
り
」と
勅
し
て 

い
ま
す
。 

 

 

●
黒
い
画
面
に
ス
ー
パ
ー 

 
 

 

久
留
倍
官
衙
遺
跡 

◆
久
留
倍
官
衙
遺
跡 

 
 

資
料
映
像 

発
掘
調
査 

ド
ロ
ー
ン
映
像
と
Ｃ
Ｇ 

●
Ｃ
Ｇ
映
像
に
ス
ー
パ
ー 

 

 
 

～
朝
明
と 

 
 

 

聖
武
天
皇
の
東
国
行
幸
～ 

●
古
代
文
様
に
ス
ー
パ
ー 

 
 

天
皇
系
統
図 

 

◆
続
日
本
紀
写
本 

◆
聖
武
記 

九
巻 

 

◆
東
大
寺 

  

◆
聖
武
天
皇
像 

写
真 

   
 

 

    
Ｓ
♯
１ 

 

行
幸
伊
勢
国 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

約
２
分
３
０
秒 

 

Ｎ
１ 

 

Ｎ
２ 

    

Ｎ
３ 

    

Ｎ
４ 

              
 

み
こ
と
の
り 



Ｎ
５ 

   

Ｎ
６ 

     

Ｎ
７ 

  

Ｎ
８ 

   

Ｎ
９ 

          

    

  

RandomHouse 2 

 

ま
た
天
然
痘
の
蔓
延
に
よ
り
、
都
は
死
者

で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

穢
れ
や
祟
り
を
信
じ
て
い
た
当
時
で
は
人
心

の
一
新
が
不
可
欠
で
し
た
。 

 

聖
武
は
七
百
四
十
年
（天
平
十
二
年
）、 

九
州
で
は
藤
原
広
嗣
の
乱
が
起
こ
っ
て
い
る

さ
な
か
、
東
国
へ
の
行
幸
に
旅
立
ち
ま
し
た
。 

行
幸
に
必
要
な
組
織
の
立
ち
上
げ
、
四
百
人

に
及
ぶ
騎
馬
兵
の
編
制
な
ど
、
行
幸
は
綿
密

に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。  

 

十
月
二
十
九
日
、
平
城
京
を
発
っ
た
聖
武
は

伊
勢
国
に
入
り
、
一
志
郡
河
口
頓
宮
に
至
り

ま
す
。 

 

十
一
月
三
日
、
皇
祖
神
、
天
照
大
神
を
祀
る

伊
勢
神
宮
に
使
者
を
遣
わ
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
が
行
幸
の
大
き
な
目
的
の
一
つ

だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。 

 

聖
武
は
こ
の
行
幸
の
ち
、
恭
仁
宮
へ
の
遷
都

を
断
行
し
て
い
ま
す
。 

  

◆
イ
メ
ー
ジ 

榊 

し
め
縄 

な
ど 

    

◆
聖
武
天
皇
像 

写
真 

◆
炎
な
ど
戦
の
イ
メ
ー
ジ 

●
ス
ー
パ
ー 

朕
、
意
う
所
有
る
に
縁
り
て
、
今
月
の
末
、
暫
く
関

東
に
往
か
ん
。
そ
の
時
に 

非
ず
と
雖
も
、
事
已
む
こ
と
能
は
ず
。
将
軍
こ
れ

知
る
と
も
、
驚
き
怪
し
む
べ
か
ら
ず 

◆
揺
れ
る
赤
い
軍
旗 

  

◆
続
日
本
紀
写
本 

◆
行
幸
ル
ー
ト 

◆
河
口
頓
宮
跡 

 
 

 
 

 

白
山
町
川
口 

◆
伊
勢
神
宮 

    

◆
続
日
本
紀 

 
 

 
 

該
当
箇
所 

   

く
に
の
み
や 
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●
ス
ー
パ
ー
行
幸
ル
ー
ト 

 

◆
赤
坂
頓
宮
跡 

 
 

 
 

亀
山
市
関
町 

    

◆
鸕
野
讃
良
皇
女 

シ
ル
エ
ッ
ト 

  

●
古
代
文
様
に
ス
ー
パ
ー 

 
 

天
皇
系
統
図 

  

◆
鸕
野
讃
良
皇
女 

シ
ル
エ
ッ
ト 

 

◆
大
海
人
行
軍
図
と 

 
 

 
 

 

聖
武
行
幸
図
の
比
較 

 

◆
赤
い
軍
旗 

    

◆
万
葉
集
写
本 

 

◆
海
の
遠
望 

 

新
し
い
都
の
平
穏
を
願
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

十
一
月
十
四
日
に
は
鈴
鹿
赤
坂
頓
宮
に
入
り

ま
す
。 

  (

女
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン 

鸕
野
讃
良
皇
女)

 

 

聖
武
は
私
の
曾
孫
に
あ
た
り
ま
す
。 

夫
、
天
武
天
皇
と
私
の
血
筋
を
ひ
く
天
皇
を

即
位
さ
せ
る
。 

そ
れ
は
私
の
悲
願
で
し
た…

 

 

赤
坂
を
経
た
聖
武
は
朝
明
の
狭
残
行
宮
に

二
泊
し
ま
し
た
。
赤
坂
か
ら
不
破
ま
で
は
壬

申
の
乱
で
夫
が
辿
っ
た
道
で
す
。 

 

こ
の
貴
族
や
騎
馬
兵
４
０
０
騎
を
従
え
た
行

幸
は
壬
申
の
乱
を
追
体
験
し
た
も
の
で
し
ょ

う
。 

（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

万
葉
集
に
は
、
こ
の
行
幸
で
三
重
郡
の 

  

Ｎ
10 

    

Ｎ
11 

   

Ｎ
12 

                       
 

あ
か
さ
か
の
と
ん
ぐ
う 

 

Ｓ
♯
２ 

 

壬
申
の
乱 
追
体
験 

    
 

 

約
３
分
３
０
秒
／
６
分
０
０
秒 

さ
ざ
の
あ
ん
ぐ
う 
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吾
の
松
原
で
聖
武
が
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
歌
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、 

丹
比
屋
主
真
人
の
詠
ん
だ
歌
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

遅
れ
て
き
た
の
は
大
津
皇
子
で
、
壬
申
の
乱

の
故
事
を
詠
ん
だ
歌
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。 

 

朝
明
の
狭
残
行
宮
で
大
伴
家
持
が
詠
ん
だ

歌
も
二
首
、
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   

久
留
倍
官
衙
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
大
き
な

建
物
が
行
幸
に
関
係
す
る
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
す
。 

(

女
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン 

鸕
野
讃
良
皇
女)

 

 

聖
武
は
わ
が
夫
の
足
跡
を
辿
り
、
時
を
超

え
て
大
海
人
に
思
い
を
馳
せ
た
の
で
し
ょ
う
。 

（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

十
二
月
日
、
聖
武
は
不
破
頓
宮
で
す
べ
て
の

騎
兵
を
都
へ
と
返
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

●
ス
ー
パ
ー 

 

妹
に
恋
ひ 

吾
の
松
原 

見
渡
せ
ば 

 

 
 

 

潮
干
の
潟
に 

鶴
鳴
き
渡
る 

 
 

 
 

 

詠
人 

聖
武
天
皇 

◆
聖
武
天
皇
社
と
歌
碑 

●
ス
ー
パ
ー 

 

後
れ
に
し
人
を
偲
は
く
思
泥
の
崎 

 
 

 

木
綿
取
り
垂
で
て
幸
く
と
そ
思
ふ 

 
 

 
 

 
 

詠
人 

丹
比
屋
主
真
人 

◆
海
の
情
景 

●
ス
ー
パ
ー 

狭
残
の
行
宮
に
て 

 
 

 
 

大
君
の
行
幸
の
ま
に
ま
我
妹
子
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
枕
ま
か
ず
月
そ
経
に
け
る 

 
 

 
 

御
食
つ
国
志
摩
の
海
女
な
ら
し
ま 

 
 

 
 

 

熊
野
の
小
舟
に
乗
り
て
沖
辺
漕
ぐ
見
ゆ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

詠
人 

大
伴
家
持 

◆
久
留
倍
官
衙
遺
跡 

Ｃ
Ｇ
と
映
像 

   

◆
鸕
野
讃
良
皇
女 

シ
ル
エ
ッ
ト 

    

◆
美
濃 

金
生
山
か
ら
遠
望 

 

◆
赤
い
軍
旗 

   
 

 

 

  

Ｎ
13 

   

Ｎ
14 

   

Ｎ
15 

   

Ｎ
16 

  

Ｎ
17 

   
 

 
 

あ
が
の
ま
つ
ば
ら 

た
じ
ひ
の
や
ぬ
し
の
ま
ひ
と 



RandomHouse 5 

 
◆
現
在
の
不
破
辺
り 

    

◆
山
吹
の
花 

◆
相
良
別
荘 

六
角
井
戸 

 

 
 

 
 

推
定 

山
背
国
玉
井
頓
宮 

◆
恭
仁
京
跡 

（山
城
国
分
寺
跡
） 

 
 

 
 

 
(

木
津
川
市
加
茂)  

 

  

◆
鸕
野
讃
良
皇
女 

シ
ル
エ
ッ
ト 

 

◆
飛
鳥
浄
御
原 

 

◆
東
大
寺 

大
仏 

 

◆
奈
良
の
情
景 

●
ス
ー
パ
ー 

 
 

青
丹
よ
し 

奈
良
の
都
は 

咲
く
花
の 

            

に
ほ
ふ
が
ご
と
く 

今
盛
り
な
り 

 
 

 
         

詠
人 

 

小
野
老 

 

◆
奈
良
の
情
景 

  

    

Ｎ
18 

 

Ｎ
19 

   

Ｎ
20 

  

Ｎ
21 

        
 

 

大
海
人
は
こ
れ
よ
り
先
に
は
進
ん
で
い
ま
せ

ん
か
ら
、
聖
武
も
こ
こ
で
壬
申
の
乱
の
追
体

験
を
終
え
た
の
で
し
ょ
う
。 

  

こ
こ
か
ら
は
遷
都
に
臨
む
行
幸
で
す
。 

 
十
二
月
十
五
日
、
聖
武
は
恭
仁
京
へ
遷
都
。 

聖
武
の
東
国
行
幸
を
終
え
ま
し
た
。 

 (

女
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン 
鸕
野
讃
良
皇
女)

 

 

そ
の
後
聖
武
は
、
再
び
奈
良
へ
と
都
を
移
し

念
願
だ
っ
た
大
仏
の
造
立
を
果
た
し
ま
す
。 

 

「あ
を
に
よ
し 

奈
良
の
都
は 

咲
く
花
の 

に
ほ
ふ
が
ご
と
く 

い
ま
盛
な
り
」 

 

我
が
夫
が
描
い
た
天
皇
を
中
心
と
し
た
国

づ
く
り
。
優
れ
た
大
陸
文
化
を
吸
収
し
な
が

ら
築
い
て
い
っ
た
日
本
文
化
の
礎
。
私
の
ひ
孫

は
そ
の
舞
台
の
直
中
に
い
た
の
で
す
。 

  



RandomHouse 6 

 
◆
久
留
倍
官
衙
遺
跡 

 
 

 

発
掘
風
景 

 

◆
久
留
倍
官
衙
遺
跡
と
Ｃ
Ｇ 

     

 

Ｎ
22 

 

Ｎ
23 

                  
 

（男
性
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

久
留
倍
官
衙
遺
跡
。 

  

大
矢
知
で
発
見
さ
れ
た
こ
の
遺
跡
は
天
平

文
化
の
最
盛
期
に
、
そ
の
頂
点
に
立
つ
人
び

と
を
も
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。 

 


